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第１６１号  

下都賀教育事務所 

ふれあい学習情報紙 

【令和６年２月号】 

  互いに育ち合うことができる豊かな人間関係（『育ちあう
絆』）づくりと、学校・家庭・地域の教育力向上を図るため、地域
と学校の関係づくりを担う地域コーディネーターの役割等、基本
的な知識や技術の習得を目指して、地域コーディネーター養成
研修を実施しました。 

初回は、「学ぼう！地域連携の意義」をテーマに、なぜ、地域と
学校が連携・協働して子どもたちを育むのかについて、講話や
演習を通して学びました。第２回は、現地に足を運び、地域の
「ヒト」「モノ」「コト」を確認しながら、地域の人、組織、団体との
つながりづくりを行いました。第３回は、実際の場面を想定し、よ
りよい学びにつながるコーディネートの手順について、互いの計
画を発表し合いながら学びを深めました。 

【参加者の感想】 
・地域コーディネーターやその担当者として実践されて 

いる方々の意見を聞くことができ、大変ためになりまし 

た。他市町との情報交換もできて有意義な時間でした。 

・様々な立場の方の計画が聞け、新たな視点をもつこ 

とができました。今後に生かしていきたいです。 

「共生社会の実現に向けて」 PART４ 「下都賀地区ふれあい学習ネットワークに向けて」 
 １２月１日（金）に行われた第３回下都賀地区ふれあい学習推進会議では、下都賀地区ふれあい学習ネット
ワークにおいて、障害者と様々な人々が共に学びをとおしてつながる機会を作るために、どのような活動をし
たらよいか話し合いました。具体的な活動が決まると、その活動にはどんな配慮が必要か、また、研修の参加
者をどのような方法で募集したらよいかなど、ふれあい推進委員がそれぞれの立場で活発に意見を出し合
いました。 

２月１日（木）、小山市桑市民交流センターを会場に、『みん
なをつなぐ 学びのバリアフリー ～障害者と学び合い、つながり
合う機会の充実に向けて～』をテーマに、下都賀地区ふれあい
学習ネットワーク兼下都賀地区生涯学習研究会第２回研修会
を開催しました。共生社会の実現に向け、障害がある人もない
人も、いろいろな体験をとおして、たくさんの人と関わる心地よさ
や学ぶ楽しさを味わうことをねらいとして、参加者みんなでパン
作りやレクリェーションの体験学習を行いました。会場には参加
者の笑顔があふれ、学びをとおして参加者同士がつながり合う
機会となりました。最後に互いの感想を共有し、これから学んで
みたいことの意見交換を行いながら研修を振り返りました。今
後もこうした機会が広がっていくよう、働きかけていきたいです。 

【参加者の感想】 
・なかなかこういう機会がないので、みんなとできてよ 
かったです。 

・本日は有意義な時間を過ごさせていただきました。 
今後の講座企画につなげていきたいと思います。 

・勉強になることが多く、参加者の皆様が楽しそうに 
されており、とてもよい研修会だったと思います。 

夏休み宿題支援教室 
野木町公民館では、地域の方々の 

知識や経験を活かした取り組みとし 
て、町内の小学生を対象に毎年「夏 
休み宿題支援教室」を開催していま 
す。 

４日間に渡り開催されるこの教室 
では、７名の講師の皆さんが「宿題お 
たすけマン」となり、作文の部で４０名、絵画・ポスターの部で 
８０名の子どもたちを支援してくださいました。 

保護者や子どもたちから大好評の企画で、「言葉の使い方
や作文の決まりなどが分かった。」「色合いについて詳しく知る 

ことができた。」「来年も教
えてほしい。」といった声を
いただきました。このような
様々な人達との交流活動を
通じて、子どもたちの成長を
応援し、「生きる力」を育ん
だり、学校・家庭・地域の連
携を深めたりしていきたいと
思います。 

 

栃木市民大学実践講座 
「多文化共生コース」 

国籍は違っても、同じ市内で生活して 
いるのだから、よりよい友好関係を築き、 
互いに居心地のよい環境を整えていきた 
い。そのような願いのもと、今年度から 
「多文化共生コース（連続５回講座）」を 
スタートさせました。 

参加者の国籍は、ブラジル、インドネシア、パキスタン、バング
ラデシュ、ネパール、シリア、ニジェール、ニッポンと多国籍です。
共通言語となる「やさしい日本語」を学び、チャパティの調理実
習、畳文化についての体験活動、多文化共生を考えるグループ
協議などを行っているうちに、お互いの距離はグッと近づいてい
ました。講座の前には、「また会ったね！」とあいさつを交わし、講
座の終わりには「また次が楽しみだね！」と ByeBye します。表
情は、もちろん☺☺☺☺です。（講座の様子は、ぜひ下の QR コ
ードからホームページをご覧ください） 
 講座が修了した後も、参加者同士はつながり合っています。日
本語の勉強や高校受験の手伝い、地域行事に誘い 
合って参加、イベントへの参画などなど。国籍は違っ 
ても、つながりは深まり、そして広がっています。 


